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流通とＳＣ・私の視点 

2017 年２月 20 日 
 

マダガスカルのキツネザルの“種”の多様化とＳＣノウハウへのアナロジー分析!! 

 

特定の分野の成立・成功のメカニズムを他の分野の成立・成功の先進メカニズムで解明することを「アナ

ロジー（類比）分析」と言います。 

経済学は、先進学問分野の物理学とのアナロジー分析により発展しました（日経新聞・経済教室・2017 年

２月 20 日号・小林慶應義塾大学教授）。 

私は、成熟時代のＳＣの発展理論をマダガスカルのキツネザルの“種”の多様化現象から、自然科学とＳ

Ｃ理論のアナロジー分析をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ＳＣ理論＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マダガスカルのキツネザルが“種”の多様化（80 種）により大繁栄するためには、マダガスカル島の地

形や気候の多層化が前提となります。食物（マーケット）が飽和状態になるとキツネザルが増加するために

は、新たな食物（マーケット）の開拓が必要となります。 

いくらキツネザルが進化して種を増やしても、新たな食べものとして可能性のある多種多様な小動物や

植物がなければなりません。多種多様な潜在的食べものはマダガスカルが地形や気候による多層性がある

から可能となっています。 

ＳＣも成熟期になるとマーケット（消費）が多層化（モダン消費時代はマーケットは多層化が希薄ですが、

ポストモダンやニューモダン消費時代になるとマーケットは多層化）するため、ＳＣの飽和状態の中でＳＣ

のイノベーション（企業家精神に基づく需要創造や顧客創造）が起こると、受け皿として多層化したマー

ケットが大きな役割を果たすことになります。 

(株)ダイナミックマーケティング社
＋７
 

代  表 六
む

 車
ぐるま

 秀  之   

視点(2059) 

（研究思考と成果の概念編） 

物 理 学

→
アナロジー
（類比）分析 →

経 済 学

①ニュートンのニュートン力学と
アインシュタインの相対性理論
（これを古典・近代物理学と呼ぶ）

②量子力学（これを現代物理学と呼ぶ）

①アダムスミス等の古典経済学
からケインズ経済学
（これを古典・近代経済学と呼ぶ）

②現在マクロ経済学
（これを現代経済学と呼ぶ）

自 然 科 学

→
アナロジー
（類比）分析 →

Ｓ Ｃ 理 論

①マダガスカルのキツネザルの
“種”（80種）の多様化理論

②マダガスカルの地形・気候の多
層化理論

①ＳＣの成熟時代のＳＣの多様化
理論

②消費の成熟化時代のマーケット
の多層化理論

背 景 と な る 理 論

飽和と成熟理論 競争優位性理論 カスタマイズ理論
１つの固有

マーケット理論
棲み分け理論

マーケットの成長
期・飽和期・成熟
期の本質的な違
いの究明

競争優位性の概
念と、競争優位性
の違いによる戦略
の本質的な違い
の究明

パンダの竹の美
味化理論とあなた
のためのＳＣづくり
理論の本質的な
究明

マーケットを住民
の距離の抵抗要
因が希薄な行動
範囲内に限定し、
その中での勝ち
パターン戦略の
本質的な究明

１つの固有マー
ケットの中で互い
に３割差異化・特
化、７割総合化戦

・
略による競存共
栄体制（マーケッ
トデザイン理論）
の本質的な究明
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